
JP 2017-520785 A5 2018.8.9

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成30年8月9日(2018.8.9)

【公表番号】特表2017-520785(P2017-520785A)
【公表日】平成29年7月27日(2017.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2017-028
【出願番号】特願2016-567848(P2016-567848)
【国際特許分類】
   Ｇ１０Ｌ  19/008    (2013.01)
   Ｇ１０Ｌ  19/035    (2013.01)
   Ｈ０４Ｒ   3/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｒ   1/40     (2006.01)
   Ｈ０４Ｓ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１０Ｌ   19/008    ２００　
   Ｇ１０Ｌ   19/035    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｒ    3/00     ３２０　
   Ｈ０４Ｒ    1/40     ３２０Ａ
   Ｈ０４Ｓ    5/00     ５００　

【手続補正書】
【提出日】平成30年6月20日(2018.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォアグラウンドオーディオ信号を量子化するための方法であって、
　少なくとも１つのプロセッサによって、マイクロフォンによってキャプチャされた高次
アンビソニック（ＨＯＡ）係数を示すオーディオデータを受信することと、
　前記少なくとも１つのプロセッサによって、前記ＨＯＡ係数から、オーディオオブジェ
クトと、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる指向性情報とを分解することと、
　前記少なくとも１つのプロセッサによって、前記オーディオオブジェクトに関連付けら
れる前記指向性情報の量子化を実行した結果に少なくとも部分的に基づいて、前記オーデ
ィオオブジェクトの閉ループ量子化を実行することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記オーディオオブジェクトの前記閉ループ量子化を実行することがさらに、
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行すること
と、
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行した結果
に少なくとも部分的に基づいて、前記オーディオオブジェクトの量子化を実行することと
、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記オーディオオブジェクトの量子化を実行することがさらに、
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行すること
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から生じる量子化誤差に少なくとも部分的に基づいて、前記オーディオオブジェクトの量
子化を実行すること
　を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行すること
から生じる前記量子化誤差に少なくとも部分的に基づいて、前記オーディオオブジェクト
の量子化を実行することがさらに、
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行すること
から生じる前記量子化誤差を補償すること
　を備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行すること
から生じる前記量子化誤差を補償することがさらに、
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行した結果
の擬似逆行列に少なくとも部分的に基づいて、量子化補償されたオーディオオブジェクト
を決定することと、
　前記量子化補償されたオーディオオブジェクトの量子化を実行することと、
　を備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行した結果
の前記擬似逆行列に少なくとも部分的に基づいて、前記量子化補償されたオーディオオブ
ジェクトを決定することがさらに、
　前記ＨＯＡ係数と、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量
子化を実行した前記結果の前記擬似逆行列との積として、前記量子化補償されたオーディ
オオブジェクトを決定すること
　を備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記オーディオオブジェクトが、複数の球面調和係数の左特異ベクトルを表すＵ行列と
、前記複数の球面調和係数の特異値を表すＳ行列との積を備え、
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報が、前記複数の球面調和
係数の右特異ベクトルを表すＶ行列を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記マイクロフォンによって、前記ＨＯＡ係数を示す前記オーディオデータをキャプチ
ャすること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　フォアグラウンドオーディオ信号を量子化するためのデバイスであって、
　　マイクロフォンによってキャプチャされた高次アンビソニック（ＨＯＡ）係数を示す
オーディオデータを受信し、
　　前記ＨＯＡ係数から、オーディオオブジェクトと、前記オーディオオブジェクトに関
連付けられる指向性情報とを分解し、
　　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行した結
果に少なくとも部分的に基づいて、前記オーディオオブジェクトの閉ループ量子化を実行
する
　ように構成される少なくとも１つのプロセッサと、
　前記オーディオオブジェクトと、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指
向性情報とを記憶するように構成されるメモリと
　を備える、デバイス。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのプロセッサがさらに、
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　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行し、
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行した結果
に少なくとも部分的に基づいて、前記オーディオオブジェクトの量子化を実行する、
　ように構成される、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記オーディオオブジェクトの量子化を実行することがさらに、
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行すること
から生じる量子化誤差に少なくとも部分的に基づいて、前記オーディオオブジェクトの量
子化を実行すること
　を備える、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのプロセッサがさらに、
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行すること
から生じる前記量子化誤差を補償する
　ように構成される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサがさらに、
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行した結果
の擬似逆行列に少なくとも部分的に基づいて、量子化補償されたオーディオオブジェクト
を決定し、
　前記量子化補償されたオーディオオブジェクトの量子化を実行する、
　ように構成される、請求項１２に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのプロセッサがさらに、
　前記ＨＯＡ係数と、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量
子化を実行した前記結果の前記擬似逆行列との積として、前記オーディオオブジェクトを
決定する
　ように構成される、請求項１３に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記ＨＯＡ係数を示す前記オーディオデータをキャプチャするように構成されるマイク
ロフォン
　をさらに備える、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１６】
　オーディオオブジェクトを逆量子化するための方法であって、
　少なくとも１つのプロセッサによって、オーディオオブジェクトに関連付けられる指向
性情報の量子化を実行した結果に少なくとも部分的に基づいて、閉ループ量子化された前
記オーディオオブジェクトを取得することと、
　前記少なくとも１つのプロセッサによって、前記オーディオオブジェクトを逆量子化す
ることと、
　前記少なくとも１つのプロセッサによって、前記逆量子化されたオーディオオブジェク
トを使用して、ラウドスピーカーフィードをレンダリングすることと、
　前記少なくとも１つのプロセッサによって、１つまたは複数のスピーカーに前記ラウド
スピーカーフィードを再生させるために、前記ラウドスピーカーフィードを出力すること
と、
　を備える、方法。
【請求項１７】
　前記オーディオオブジェクトは、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指
向性情報を量子化することと、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性
情報を量子化した結果に少なくとも部分的に基づいて前記オーディオオブジェクトを量子
化することとによって、閉ループ量子化される、請求項１６に記載の方法。
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【請求項１８】
　前記オーディオオブジェクトは、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指
向性情報を量子化することと、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性
情報を量子化することから生じる量子化誤差に少なくとも部分的に基づいて前記オーディ
オオブジェクトを量子化することとによって、閉ループ量子化される、請求項１６に記載
の方法。
【請求項１９】
　前記オーディオオブジェクトは、
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報を量子化することと、前
記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行することから
生じる量子化誤差を補償することを含む、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる
前記指向性情報を量子化することから生じる前記量子化誤差に少なくとも部分的に基づい
て前記オーディオオブジェクトを量子化することとによって、閉ループ量子化される、請
求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記オーディオオブジェクトは、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指
向性情報を量子化することと、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性
情報を量子化した結果の擬似逆行列に少なくとも部分的に基づいて、量子化補償されたオ
ーディオオブジェクトを決定することと、前記量子化補償されたオーディオオブジェクト
を量子化することとによって、閉ループ量子化される、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記オーディオオブジェクトは、高次アンビソニック（ＨＯＡ）係数と、前記オーディ
オオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行した前記結果の前記擬似
逆行列との積として、前記量子化補償されたオーディオオブジェクトを決定することによ
って、閉ループ量子化される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記オーディオオブジェクトおよび前記指向性情報は、高次アンビソニック係数から分
解され、
　前記オーディオオブジェクトが、複数の球面調和係数の左特異ベクトルを表すＵ行列と
、前記複数の球面調和係数の特異値を表すＳ行列との積を備え、
　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報が、前記複数の球面調和
係数の右特異ベクトルを表すＶ行列を備える、
　請求項１６に記載の方法。
【請求項２３】
　ビットストリームを受信することと、
　前記閉ループ量子化されたオーディオオブジェクトおよび前記量子化された指向性情報
を取得するために、前記ビットストリームを復号することと、
　をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２４】
　前記１つまたは複数のスピーカーによって、前記逆量子化されたオーディオオブジェク
トからレンダリングされた前記ラウドスピーカーフィードを再生すること
　をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　フォアグラウンドオーディオ信号を逆量子化するためのデバイスであって、
　オーディオオブジェクトを記憶するように構成されるメモリと、
　　前記オーディオオブジェクトに関連付けられる指向性情報の量子化を実行した結果に
少なくとも部分的に基づいて、閉ループ量子化された前記オーディオオブジェクトを取得
し
　　前記オーディオオブジェクトを逆量子化し、
　　前記逆量子化されたオーディオオブジェクを使用して、ラウドスピーカーフィードを
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レンダリングし、
　１つまたは複数のスピーカーに前記ラウドスピーカーフィードを再生させるために、前
記ラウドスピーカーフィードを出力する、
　ように構成される少なくとも１つのプロセッサと、
　前記逆量子化されたオーディオオブジェクからレンダリングされた前記ラウドスピーカ
ーフィードを再生するように構成された前記１つまたは複数のスピーカーと
　を備えるデバイス。
【請求項２６】
　前記オーディオオブジェクトは、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指
向性情報を量子化することと、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性
情報を量子化した結果に少なくとも部分的に基づいて前記オーディオオブジェクトを量子
化することとによって、閉ループ量子化される、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２７】
　前記オーディオオブジェクトは、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指
向性情報を量子化することと、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性
情報を量子化することから生じる量子化誤差に少なくとも部分的に基づいて前記オーディ
オオブジェクトを量子化することとによって、閉ループ量子化される、請求項２５に記載
のデバイス。
【請求項２８】
　前記オーディオオブジェクトは、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指
向性情報を量子化することと、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性
情報の量子化を実行することから生じる量子化誤差を補償することを含む、前記オーディ
オオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報を量子化することから生じる前記量子化
誤差に少なくとも部分的に基づいて前記オーディオオブジェクトを量子化することとによ
って、閉ループ量子化される、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２９】
　前記オーディオオブジェクトは、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指
向性情報を量子化することと、前記オーディオオブジェクトに関連付けられる前記指向性
情報を量子化した結果の擬似逆行列に少なくとも部分的に基づいて、量子化補償されたオ
ーディオオブジェクトを決定することと、前記量子化補償されたオーディオオブジェクト
を量子化することとによって、閉ループ量子化される、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項３０】
　前記オーディオオブジェクトは、高次アンビソニック（ＨＯＡ）係数と、前記オーディ
オオブジェクトに関連付けられる前記指向性情報の量子化を実行した前記結果の前記擬似
逆行列との積として、前記量子化補償されたオーディオオブジェクトを決定することによ
って、閉ループ量子化される、請求項２９に記載のデバイス。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つのプロセッサがさらに、
　ビットストリームを受信し、
　前記閉ループ量子化されたオーディオオブジェクトおよび前記量子化された指向性情報
を取得するために、前記ビットストリームを復号する、
　ように構成される、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項３２】
　前記逆量子化されたオーディオオブジェクトからレンダリングされた前記ラウドスピー
カーフィードを再生するように構成される前記１つまたは複数のスピーカー
　をさらに備える、請求項２５に記載のデバイス。
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